





































































父 母 同性の友人 異性の友人
心をひどく傷っけられた経験 2．12 2．89 4．05 3．34
現在持っている目標 3」5 356 4」2 3．80
性的衝動を感じた経験 L47 1．60 3．64 2．32
友人に対する好き・嫌い 2．48 3．12 3．97 3．49
過去の恋愛経験 1．69 2．04 4．20 3．45
職業的適性 3．57 3．79 3．85 3．57
こづかいの使い道 2．93 3．29 4』0 3．74
生きがいや充実感に関すること 3」0 3．50 4」3 3．74
友達の噂話 239 2．90 424 3．73
興味を持って勉強していること 3．61 3．87 4．03 3．80
外見的魅力を高めるために努力し
ﾄいること
2．31 2．96 3．46 259
体質的な問題 2．83 3．56 329 2．43
性に対する関心や悩み事 155 L80 3．70 2．29
友人関係における悩み事 2．14 2．75 4」4 3．66
異性関係における悩み事 L68 2．05 4．22 353
興味を持っている業種や職種 3．73 3．98 4．11 3．84
家族に関する心配事 2．70 3．且0 3．08 2．82
芸能やスポーツに関する情報 3．73 4．05 4．47 4」7
最近の大きな事件に関する意見 3．96 4」1 4．12 3．88
知的な関心事 3．86 3．96 4．OI 3．73
嫉妬した経験 L96 2．24 3．36 2．90
目標としている生き方 3．03 3．35 3．85 3．47
外見に関する悩み事 2．28 2．98 3．47 2．61
身体健康上の悩み事 3．09 3．76 3．23 2．73
服装の趣咲 2．44 3．27 4．26 3．49
親に対する不満や要望 2．63 3．00 3．47 3．07
孤独感や疎外感 2．01 2．27 2．93 2．66
趣味としていること 2．47 3．82 4．40 4．08
社会に対する不平・不満 351 3．6呂 3．66 3．44
関心のある異性の噂話 L74 2．08 4．27 3．13
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　「セルフエスティーム」については、表2にあるよう
に、全体として点数が低い傾向が見られた。各質問の方
向性が異なるため、データ上変換処理を行っており、点
数が低いほど「自信がない」傾向を示す。このため、本
調査結果からは、自分についての自信が低い傾向が読み
取れる。
表2　セルフエスティL一ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nF3gg
私は、すくなくとも他の人たちと同様、価値のある人間である。 2．10
私は「負け組み」と感じることが多い。 2．61
私は、他の人と同じくらい上手に、物事に取り組むことができ
驕B
2．43
私にはあまり自摂できる点がない。 2．36
私は自分自身に肯定的（ポジティブ）な感情を持っている。 2．37
全体として、私は自分に満足している。 2．59
自分をもっと尊敬できればいいのにと思う。 2．02
時々自分を無能と感じることがある。 2．09
　2007年度にも再びデータ収集を行う予定でいるため、
そちらの分析と併せて、次回には詳しい報告を行いたい。
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